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1･　天然繊維および化･ 合繊繊維からなる下着 のもつ，

保温性について追究を行なった。

2.　被験者は健康なる女子学生で，これに木綿， ベン

ベルグ，ナイロンおよび，ポ リエ ステル混紡 の各種衣料

を着用させて，主 として，腰部，腹部，膝部について電

子管式皮歳温度記録計を用いて，す べて同時に皮膚表面

温度を測定した。 被験者は実験前す べて恒温 室（温度23

～25° c, 湿度80～85% ）に おいて，環境に よく順応 さ

せてから測定を行なった。そ の結果の大要は次 の如 くで

ある。

3.　1） 裸体時の皮虞温は，起床時 と昼間時において

は，起床 時に各部 の皮崩温は低い。

2） パンティ着用時には木綿または化繊お よびシ3   ―

トパ ンテ ィ，または ５分長パ ンテ ィのいか んにか かわら

ず，裸体時 より皮膚温は上昇 する。



3） 同種 のノ゙ ンティを ２枚重 ねて着用した場合には,

木綿 よりナイ ロン， またシ ョートパンティより5 分長パ

ンティの方 が皮 鷹温は高い。

4） 各種 パンティと， 各種 スリップを着用した場 合，

パンティの種類にかかわらず，また他 の材質 のスリップ

に比較し て，木綿 スリップ 着用時に皮 膚温は高い。

5） 測定部位別にみる と，腰部は腹部 に比較し て皮膚

温は，常に0.1～0.5° C 低い 傾向 にあ る。

6） 膝部 の温度は腹部お よび腰部 に重 ね着を行 なって

乱23 ～25° Ｃ の 室温で は，特 に重 ね着の影響は認 めら

れず，一定であっ た。
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